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議 会 の 動 き  （4月～6月） 

一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  一 般 質 問  

今
村
　
直
登
 
議
員
 

神
田
　
公
司
 
議
員
 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
心
を
 

   

今
村
　
４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
制

度
は
、
日
を
追
う
ご
と
に
全
国
か
ら
中
止

や
抜
本
見
直
し
の
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

自
公
政
権
は
高
齢
者
の
怒
り
で
、
選
挙
に

負
け
続
け
て
い
る
。
高
齢
者
は
「
高
齢
者

差
別
・
人
権
侵
害
」
と
言
っ
て
い
る
が
。 

市
長
　
医
療
制
度
を
ど
う
守
っ
て
い
く
の

か
と
い
う
事
で
作
ら
れ
た
制
度
な
の
で
、

人
権
侵
害
だ
と
は
理
解
し
て
い
な
い
。 

 

　 
 

今
村
　
大
津
町
で
は
、
小
６
ま
で
年
齢
を

引
き
上
げ
た
。
市
長
は
選
挙
で
中
３
ま
で

と
公
約
し
て
い
る
。
大
阪
で
は
、
会
社
の

倒
産
か
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
失
業
し
保
険
証

が
な
く
、
病
院
に
行
け
な
い
子
ど
も
が 

６
０
０
人
も
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。
医
療
費
助
成
制
度
は
こ
ん
な
ひ
ど
い

状
態
に
い
る
子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
こ
と

に
も
な
る
。
す
ぐ
年
齢
引
き
上
げ
を
行
う

べ
き
だ
。 

市
長
　
義
務
教
育
ま
で
と
言
っ
て
き
た
。

今
後
の
こ
と
は
実
績
を
踏
ま
え
、
財
政
問

題
等
を
勘
案
し
な
が
ら
進
め
た
い
。 

  

今
村
　
火
災
報
知
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
１
個
５
千
円
以
上
も
す
る
。
低

年
金
所
得
者
に
は
大
変
な
負
担
だ
。
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に
無
料
で
設
置
で

き
な
い
か
。 

市
長
　
助
成
制
度
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
が
、
火
災
発
生
時
に
避
難
が
困
難

な
方
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活
用
具
事
業

に
よ
り
対
応
し
た
い
。 

 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
 

人
権
侵
害
だ
 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
 

年
齢
引
き
上
げ
を
 

 神
田
　
４
月
８
日
に
木
原
野
第
２
水
源
地

の
井
戸
の
崩
落
が
あ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

対
応
を
し
た
の
か
。
 

水
道
局
長
　
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
た
。
午

後
７
時
ご
ろ
に
配
水
池
の
水
の
に
ご
り
を

確
認
し
、
直
ち
に
弁
天
配
水
池
の
給
水
を

停
止
し
、
他
の
配
水
池
に
切
り
替
え
給
水

を
行
っ
た
。
９
日
に
は
水
質
検
査
、
防
災

無
線
で
放
送
や
広
報
車
に
よ
る
巡
回
広
報

を
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も

行
っ
た
。
約
２
千
５
百
世
帯
へ
お
詫
び
の

文
書
を
配
布
し
た
。
事
故
後
、
新
し
い
井

戸
建
設
の
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
 

神
田
　
い
つ
、
局
長
と
し
て
把
握
し
、
市

長
等
に
連
絡
し
た
の
か
。
 

水
道
局
長
　
住
民
の
方
よ
り
電
話
が
あ
っ

た
の
が
午
後
５
時
30
分
頃
。
水
源
地
の
確

認
を
し
た
の
は
午
後
７
時
で
。
市
長
の
方

に
は
連
絡
は
し
て
い
な
い
。
 

神
田
　
防
災
無
線
で
の
「
こ
の
地
域
に
は

水
が
に
ご
っ
て
い
る
水
が
出
て
い
ま
す
」

と
い
う
対
応
が
何
故
出
来
な
い
の
か
。
 

市
長
　
今
度
の
こ
と
を
教
訓
に
し
な
が
ら
、

よ
り
速
や
か
に
対
応
す
る
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
。
 

神
田
　
国
保
税
の
値
上
げ
通
知
が
出
さ
れ

て
い
る
。
市
民
の
反
応
は
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
値
上
げ
に
対
す
る
苦
情
、

意
見
が
約
２０
件
。
値
上
げ
幅
が
大
き
い
、

値
上
げ
が
急
々
で
は
な
い
か
、
周
知
が
遅

い
と
。
 

神
田
　
低
所
得
者
層
に
対
し
て
も
１
・
１
２

倍
か
ら
１
・
１
４
倍
の
値
上
げ
に
な
っ
て
い

る
。
中
に
は
１
・
５
３
倍
と
い
う
の
も
出
て

い
る
。所
得
が
２
５
０
万
円
か
ら
４
０
０
万

円
の
層
で
、ほ
ぼ
１
・
２
倍
の
値
上
げ
に
な
っ

て
い
る
。今
年
度
９２
％
の
徴
収
率
が
本
当
に

達
成
で
き
る
の
か
ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
滞
納
額
が
か
さ
ば
ら
な
い
う

ち
に
、
少
し
で
も
分
納
を
お
願
い
し
た
い
。
 

神
田
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
。
 

市
長
　
不
足
額
を
見
な
が
ら
今
後
の
展
望

も
含
め
て

検
討
し
て

い
か
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。
 

丸
内
三
千
代
 
議
員
 

丸
内
　
図
書
館
業
務
は
、
人
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
３
人
に
図
書
館
に
対
す
る
想
い
を
伺

い
ま
す
。
 

教
育
委
員
長
　
本
を
読
む
こ
と
は
、
人
格

形
成
に
お
い
て
大
事
で
あ
る
。
市
民
の
心

の
充
実
、
文
化
の
向
上
の
た
め
に
も
、
図

書
館
の
充
実
は
市
当
局
に
要
求
し
て
い
く
。

市
と
し
て
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
欲
し
い
。
 

市
長
　
読
書
は
、
人
の
生
き
方
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後
も
読
書
環

境
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
 

副
市
長
　
読
書
は
想
像
力
を
高
め
る
。
子

ど
も
の
教
育
に
と
っ
て
は
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
。
大
人
の
生
涯
学
習
の
点
か
ら
も

大
事
な
施
設
だ
。
 

丸
内
　
２０
年
度
生
涯
教
育
予
算
１
億
１
千

６
百
８０
万
円
減
額
さ
れ
、
図
書
館
費
は
２

千
８
百
万
円
削
減
さ
れ
て
い
る
が
。
 

市
長
　
読
書
の
重
要
性
、
そ
の
た
め
の
図

書
館
の
重
要
性
も
十
分
認
識
し
て
い
る
が

扶
助
費
関
係
は
削
減
し
に
く
い
。
弾
力
性

の
あ
る
図
書
館
費
に
手
を
掛
け
た
。
 

丸
内
　
よ
り
多
く
の
市
民
の
利
用
を
す
る

た
め
の
取
り
組
み
は
。
 

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
移
動
図
書
館
車

が
、
旧
西
合
志
区
域
は
回
っ
て
い
る
が
、

旧
合
志
区
域
も
時
期
を
見
て
巡
回
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

丸
内
　
自
殺
者
が
３
万
３
千
人
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
行
っ
て
心
を
癒

し
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
の
場
で
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
素
敵
な
人

生
を
送
る
た
め
に
も
図
書
館
の
果
た
す
役

目
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
市

長
、
今
後
ど
う
予
算
措
置
さ
れ
る
の
か
伺

い
ま
す
。
 

市
長
　
図
書
館
の
重
要
性
に
鑑
み
、
予
算

措
置
を
し
て
い
き
た
い
。
 

木原野水源地 

設置が義務づけられた火災報知器 
合志図書館 

4月3日 
第236回熊本県市議会議長会（水俣市で開催） 
11日 
議会広報特別委員会 
18日 
議会広報特別委員会 
22日 
鹿児島県大口市議会総務文教常任委員会より視察 
　　　　　　　　　（行政評価システムについて） 
23日 
議会広報特別委員会 
24日 
第83回九州市議会議長会定期総会（熊本市で開催） 
25日 
議会全員協議会（上下水道料金改定問題） 
5月2日 
菊池地域議会議長会議長・局長合同会議 
12日～13日 
文教常任委員会所管事務調査視察研修（長崎・佐賀県） 
 

13日 

産業建設常任委員会（水道水源地崩落問題） 

21日～23日 

菊池環境保全組合行政視察研修（京都・大阪・兵庫県） 

26日～29日 

九州市議会議長会第2回理事会、第237回熊本県 

市議会議長会、第84回全国市議会議長会定期総会 

30日 

議会運営委員会 

6月6日 

議会全員協議会（議員報酬問題） 

10日～24日 

平成20年第2回定例会 

17日 

第1回議員報酬に関する特別委員会 

23日 

第2回議員報酬に関する特別委員会 


